
第

一
章

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

現

状

を

把

握

す

る

石

油
、
原

子

力
、
太
陽

、
水
力

、
風

力
の
問
題

点
　

１５

第

一
節

石
油

は
い
つ
ま
で

持
つ
か
　
1
6

石
油
の
生
産
量
は
１
９
６
８
年
を
分
岐
点
に
落
ち
始
め
た
　
1
6

石
油
の
値
段
が
相
対
的
に
下

が
り
、
大
量
消
費
が
進
む
こ
と
に
　

２０

石
油
の
枯
渇
問
題
を
、
生
成
の
原
理
か
ら
見
る
　
2
4

石
油
は
ま
だ
あ
る
と
い
う
楽
観
論
が
消
え
な
い
理
由
　
3
0

（
現
段
階
の
ま
と
め
と
結
論
）
石
油

第
二

節

原
子

力

は
安
全

か
　
3
8

安
全
性
の
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
　
3
8

〈
ポ
イ
ン
ト
１
〉
数
多
く
の
技
術
の
中
に
、
危
な
い
も
の

が
あ

る
　
4
0

〈
ポ
イ
ン
ト
２
〉
地
震
国
・
日
本
の
原
発
は
、
安
全
だ
が
安
心
で
き
な
い
　
4
9

（
現
段
階
の
ま
と
め
と
結
論
）
原
子
力
　
6
0

第
三

節

太
陽

は
石
油
の

代

わ
り

に
な

り
得

る
か
　
6
1

太
陽
電
池
が
何
十
年
経
っ
て
も
「
有
望
」
の
ま
ま
の
理
由
　

６１

日
本
は
世
界
の
中
で
も
石
油
に
頼
っ
て
い
る
国
　
6
3

人
口
密
度
が
高
い
国
は
、
太
陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
非
効
率
　
6
6

太
陽
電
池
で
自
動
車
を
動
か
す
と
ど
う
な
る
か
　
7
0

「
太
陽
電
池
は
無
限
の
光
を
使
う
か
ら
環
境
に
い
い
」と
い
う
ト
リ
ッ
ク
　
7
4

（
現
段
階
の
ま
と
め
と
結
論
）
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
８
０

第
四

節
　
水
力

、
風

力
、
バ
イ

オ

、
自

然
エ

ネ
ル

ギ

ー

は
有
望

か
　
8
2

水
力
発
電

―

利
用
は
全
体
の
数
％
が
限
界
　
8
2

風
力
発
電

―

自
然
に
悪
影
響
が
出
る
の
は
必
至
　
8
6

バ
イ
オ
ー

発
電
は
可
能
だ
が
大
量
の
植
物
が
必
要
　
8
8

地
熱
や
潮
力

―

現
状
は
「
使
え
そ
う
」
止
ま
り
　
9
5

（
現
段
階
の
ま
と
め
と
結
論
）
水
力
風
力
バ
イ
オ
等
9
8

第
五

節

こ
こ
ま
で
の

事

実
確

認
に
間
違
い

は
な
い
か
　

１００

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
歴
史
を
振
り
返

る
　

１００



逆
転

し
た
「
月

給
（
消

費

量

）
」
と
「
遺

産
（
エ

ネ
ル

ギ

ー

）
」
の

関

係
　

１０２

「
豊
か
な
生
活
」
と
「
エ
コ
な
暮
ら
し
」
は
そ
も
そ
も
矛
盾
す
る
　
1
0
5

第

二

章

食

糧

と

温

暖

化

問

題

を

考

え

る

エ
ネ

ル

ギ

ー

問

題

か
ら

派

生

す

る

こ

と
　

１０７

第

一
節

人

間

の

生

命
エ

ネ

ル

ギ

ー

、
食

糧

の

未

来
　

１０ ８

世
界

の

穀

類
自

給
率

を
比

較

す

る
　

１０ ８

食
糧
は
石
油
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
　
１
１
２

す

で
に

で

き

あ

が
っ
て
い

る
弱

肉

強

食
の

世

界
　

１１５

先

進
国

で

も

食

糧
不

足

は

あ

り

得

る

か
　

１１８

日

本

の
危

う
い
未

来

と
は
　
　
1
2
3

（
現
段
階
の
ま
と
め
と
結
論
）
食
糧
問
題
　
１
２
８

第

二

節

事

実

に

基

づ

か

な

い

温

暖

化

問

題
　

１３０

イ
メ

ー

ジ
先

行
の

温
暖

化

報

道

を
再

整

理
　

１３０

温

暖

化

よ

り

も
日

本

が

考

え
る
べ

き

こ

と
　
1
3
7

「
温

暖

化
に

よ
っ
て
作

物

の

収
穫

量

が

減

る
」
の

ウ

ソ
　

１４１

（
現
段
階
の
ま
と
め
と
結
論
）
温
暖
化
問
題
　
1
4
4

第
三

章

日

本

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

問

題

将

来
に
必
要

な
備

え
と
は
　

１４５

第
一
節

石

油
の
代

わ

り

は
ど
こ
に

あ

る
の

か
　
1
4
6

無
策
と
い
う
人
災
が
日
本
を
危
機
に
陥
ら
せ
る
　
1
4
6

太
陽
電
池
ヘ
の
期
待
は
的
外
れ
　
1
4
8

工
業
品
、医

薬
品
な
ど
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
石
油
頼
み
　

１５１

エ
ネ
ル

ギ
ー
を
石

油
で
ま
か
な
っ
て
い
る
量
は
少
な
い
　

１５４

石
油
は
い
つ
な
く
な
る
か
　
１
５
６

石

油
が
枯
渇
し
て
き
た
と

き
に
く
る
未
来
　

１５９

（
現
段
階
の
ま
と
め
と
結
論
）
石
油
の
将
来
　
1
6
4

第
二
節
原
子
力
発
電
に
頼
つ
て
い
い
の
か
　
1
6
5

原
発
は
「
耐

震
性
」
と
「
人
災
」
を
ク
リ
ア

す
れ
ば
安
全
　
1
6
5

地
震
大
国
・
日
本
が
す
べ
き
こ
と
　
1
6
6

安
全
性
に
絶
対
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
危
機
に
備
え
る
　
1
6
9



廃

棄

物
の

取

り
扱

い
方

は

技
術

的

に
確

立

し

て
い

る
　

１７０

原
発

の
人

災

と

は
「
秘

密

主

義
」
と
「
専
門

主
義

」
　
　
1
7
3

柏
崎

刈

羽

原

発
か

ら

見

る

〝
事
実

を

伝

え
て

い
な

い
″
こ
と

の
危

険

度
　
1
7
6

問
題

は

科

学
で

は

な
く
人

災
に

あ

る
　
1
7
8

廃

棄

物
の
埋

設

は
危

険

で
は

な

い
、
放

射

線

も

そ
れ

ほ

ど

有
害

で

は

な
い
　

１８０

（
現
段
階
の
ま
と
め
と
結
論
）
原
子
力
の
将
来
　
1
8
3

第
三
節
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
　
1
8
5

ド
イ

ツ
の

電

力
は

半

分

が
石

炭
で

、
原

子

力
は
３

分
の
1
　
1
8
5

ス

ウ
ェ
ー

デ
ン

は
水

力

発

電

が
半

分
を

占

め

る
　
1
8
8

太
陽

光

発

電

も
、
環

境
に
い

い
国
と

悪

い
国

が

あ

る
　

１９１

日

本
の

注

目

す
べ

き
天

然

資

源

は
「
海

」
　
　
1
9
3

（
現
段
階
の
ま
と
め
と
結
論
）
他
国
と
の
比
較
　
1
9
6

第

四

節

「

省

エ

ネ

」
で
「
出

る

」
の

を

減

ら

せ

る

か
　
1
9
7

ハ

イ

ブ
リ

ッ
ド
カ

ー
は

資

源

を
節

約

で

き

る
の

か
　
1
9
7

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
が
主
力
に
な
れ
な
い
理
由
　
1
9
9

「
電

気

自

動
車

は
Ｃ

Ｏ
2
を
出

さ

な
い
エ
コ

カ

ー

」
は

お
か

し
い
　

２０２

国

全
体

で

省
エ
ネ

は

で

き

な

い
　
　

２０４

日
本
の
エ
コ
に
は
矛
盾
が
多
い
　

２０７

Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
を
増
や
し
続
け
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

か
ら
教
訓
を
学
ぶ
　

２０９

人
間
が
活
動
す
れ
ば
、
省
エ
ネ
に
な
ら
な
い
　

２１１

（
現
段
階
の
ま
と
め
と
結
論
）
節
約
の
効
用
　
２
１
３

第
四

章

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

未

来

と

私

た

ち

の

生

活

今
後
、
向
か
う
べ
き
方
向
と
は
　
2
1
5

世
の
動
き
や
価
値
観
は
3
0年

ご
と
に
変
わ

る
　

２１６

石
油
が
な
く
な
っ
て
困
る
分
野
の
技
術
開
発
が
必
須
　
2
1
9

日
本
に
と
っ
て
は
、
寒
冷
化
よ
り
温
暖
化

が
い
い
　

２２１

最
も
危
険
な
思
想
は
「
節
約
」「
省
エ
ネ
」「
悲
観
論
」
　

２２４

技
術
は
、
当
時
の
常
識
を
覆
し
て
進
ん
で
き
た
　

２２８

人

間
が
将
来
を
正
し
く
予
想
で
き
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
　

２２９

人
間
は
、
信
じ
た
い
こ
と
を
信
じ
る
生
き
物
　
2
3
1

「
私
に
も
で
き

る
こ
と
」
を
探
し
て
は
い
け
な
い
　
2
3
4

環
境
問
題
と
金
融
崩
壊
の
関
係

性
を
考
え
る
　

２
3
8



巨

大
な

変
化

は

、
文
化

、
社

会

、
政

治
と

各

分

野
で

一
気

に
起

こ

る
　

２４０

２
０

０

８

年

の
洞

爺

湖

〝エ
コ

”
サ
ミ
ッ
ト

に

隠
さ

れ

て

い
た

金
融

崩

壊
　
2
4
3

グ
ロ

ー

バ
リ

ゼ
ー

シ
ョ
ン
の

中
で
「
節

約
」
と
「
リ

サ

イ

ク
ル

」
を
捉

え
直

す
　
2
4
5

技

術

革

新
へ

の
挑

戦
　
2
4
6

お

わ

り

に
　
2
4
9

参

考

文

献
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